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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】戸口や窓等の安全スクリーンにおいて水分がス
クリーンに損傷を付与することを防止する侵入防止耐食
スクリーンを提供する。
【解決手段】侵入防止耐食スクリーンは長尺状をなす枠
部材３を含む枠と、網４とを有する。網４は枠部材３に
挾持される。枠部材３はそれぞれ内部に設けられる第１
の保持チャネル５０及び第１の保持チャネル５０とは離
間して設けられる挾持部６を有する。挾持部材７は固定
手段８と協動し梃子による挾持作用により網４を挾持部
材７と挾持部６との間に挾持する。スクリーンは、枠部
材３に挾持されるように構成され第２の保持チャネル６
０を有するカバー５４と、第１のシール部材５１及び第
２のシール部材６１を含むシールアセンブリとを更に備
える。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第１の保持チャネル及び同第１の保持チャネルとは離間して設けられる挾持部を内部に
それぞれ有する複数の長尺状をなす枠部材と、
　同枠に包囲される開口部を覆う網と、
　それぞれが固定手段と協動して梃子による挾持作用により網を挟持部との間に挾持する
別体的に設けられた複数の挾持部材と、
　それぞれが枠部材に挾持されるように構成され、内部に第２の保持チャネルを有する複
数のカバーと、
　シールアセンブリとを備え、同シールアセンブリは、
　該第１の保持チャネルにより支持され、網の一方の面に位置される第１のシール部材と
、
　該第２の保持チャネルにより支持され、網の反対側の面に位置される第２のシール部材
とからなることを特徴とする侵入防止耐食スクリーン。
【請求項２】
前記挾持部材は、カバーに対して圧力を作用させる拡張したリップを有し、同カバーは該
挾持部材のリップの下方に位置される保持棚部を有することを特徴とする請求項１に記載
の侵入防止耐食スクリーン。
【請求項３】
各カバーはクリップと、同クリップが係合するフック部材をそれぞれ含む複数の枠部材と
を備えることを特徴とする請求項１又は２に記載の侵入防止耐食スクリーン。
【請求項４】
前記挾持部は挾持部材に隣接する面に鋸歯状の外形を有し、同挾持部材は挾持部に隣接す
る面に鋸歯状の外形を有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の侵
入防止耐食スクリーン。
【請求項５】
前記第１のシール部材及び第２のシール部材はそれぞれ水分を最大限に流出させるために
角度をなして設けられた傾斜面を備えるキャップを有することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか一項に記載の侵入防止耐食スクリーン。
【請求項６】
前記第１のシール部材及び第２のシール部材はそれぞれ網に隣接する畝を設けた接触面を
有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の侵入防止耐食スクリーン
。
【請求項７】
前記シールアセンブリはゴム、樹脂や、ＳＡＮＴＯＰＲＥＮＥ等の耐水材料から形成され
ることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載の侵入防止耐食スクリーン。
【請求項８】
前記シールアセンブリはグルーや、その他の耐水剤等の密封剤を使用して補強されること
を特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載の侵入防止耐食スクリーン。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は侵入防止耐食スクリーンに関する。より詳細には本考案は水分がスクリーンに
損傷を付与することを防止するシールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スクリーンや格子が通常建物の安全性を向上させるために使用される。例えば鋼製の棒
状の格子は侵入者が窓や戸を通過して建物に侵入することを防止するために使用されてい
る。窓に使用される場合に、鋼製の棒状の格子は窓に隣接する壁面にボルトにより固定さ
れる。戸口に使用される場合に鋼製の棒状の格子は戸口に対して枢動自在に取り付けられ
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、予備の戸として機能する。
【０００３】
　より効果的な侵入者遮断スクリーンが特許文献１に開示されている。特許文献１にて開
示される侵入防止スクリーンは長年にわたり市場において流通し、大いに成功している。
　しかしながら、これらのスクリーンは侵入者を遮断することにおいて効果的であるもの
の、長期間にわたると水分の浸透により腐食の影響を受けやすいことがわかっている。水
分は網状のスクリーンと枠との間の間隙に滲出する。
【０００４】
　課題は水分により塩が形成され得ることである。侵入防止スクリーンの枠はアルミニウ
ムからなり、編まれた網はステンレス鋼からなる。あるタイプの金属が別のタイプの金属
に接触する場合に生じる電気化学過程は、電解液が存在する場合に金属の一方又は両者の
腐食を引き起こす。
【０００５】
　網と枠との間に配置される電気絶縁テープ等の樹脂製のテープの一片により課題に対処
することができる。しかしながら、テープを固定する工程は煩雑であり、組み立て工程に
おいて正確に貼り付けることを要する。テープが正確に貼り付けられない場合に、アルミ
ニウムの枠の部分は結局ステンレス鋼の網に接触することになる。腐食に対して付与され
るテープの保護は失われる。
【０００６】
　侵入防止スクリーンの腐食によりスクリーンは脆弱となり、これによりスクリーンの使
用者に対する安全性が損なわれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】豪州特許第６９４５１５号明細書
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
　本考案の課題は戸口や窓等の従来技術による安全スクリーンに関する問題の少なくとも
１つを軽減する侵入防止耐食スクリーンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案の一態様において、侵入防止耐食スクリーンは、それぞれが内部に設けられる第
１の保持チャネル及び第１の保持チャネルとは離間して設けられる挾持部を有する複数の
長尺状をなす枠部材と、枠に包囲される開口部を覆う網と、それぞれが各固定手段と協動
し、これにより梃子による挾持作用により網を挾持部材と挾持部との間に挾持する個別に
設けられた複数の挾持部材と、それぞれが枠部材に挾持されるように構成され、内部に設
けられる第２の保持チャネルを有する複数のカバーと、シールアセンブリとを備える。シ
ールアセンブリは、第１の保持チャネルにより支持され、網の一方の面に位置される第１
のシール部材と、第２の保持チャネルにより支持され、網の裏面に位置される第２のシー
ル部材とを備える。
【００１０】
　好適には、挾持部材は、カバーに対して圧力を作用させる拡張したリップを有し、カバ
ーは挾持部材のリップの下方に位置される保持棚部を有する。
　好適には、各カバーはクリップと、クリップが係合するフック部材をそれぞれ有する複
数の枠部材とを備える。
【００１１】
　好適には、挾持部は挾持部材に隣接する面に鋸歯状の外形を有し、挾持部材は挾持部に
隣接する面に鋸歯状の外形を有する。
　好適には、第１のシール部材及び第２のシール部材は水分がを最大限に流出させるため
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に角度をなして設けられた傾斜面を備えるキャップを有する。
【００１２】
　好適には、第１のシール部材及び第２のシール部材はそれぞれ網に隣接する畝を設けた
接触面を有する。
　好適にはシールアセンブリはゴム、樹脂や、ＳＡＮＴＯＰＲＥＮＥ（登録商標）から形
成される。
【００１３】
　シールアセンブリはグルーやその他の耐水剤等の密封剤を使用して補強されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】侵入防止耐食スクリーンを示す斜視図。
【図２】本考案の実施例において図１のＡ－Ａ線における断面図。
【図３】図２の実施例における拡大斜視図。
【図４】本考案の第２の実施例において図２に類似した断面図。
【図５】本考案の第３の実施例において図２に類似した断面図。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　考案が容易に理解され、実地の効果を得られるように好適な実施例を以下に述べる。
　図１は複数の長尺状の枠部材３と枠部材３により挾持される防止網４からなる枠２を有
する侵入防止耐食スクリーン１を示す図である。
【００１６】
　網４は枠２により包囲される開口部を覆う。網４はステンレス鋼ワイヤを編んだ格子で
ある。好適な網の寸法は特許文献１に開示されている。最も好適な寸法はワイヤ径が０．
８ｍｍ乃至１．２ｍｍ、（横糸又は縦糸における）ワイヤの間隔が１ｍｍ乃至２．２ｍｍ
であることがわかっている。
【００１７】
　図２，３は実施例においてシールアセンブリを含む枠部材３を示す。枠部材３は押出ア
ルミニウムからなり、チャネル部５を有する。従って、枠２は各枠部材３を好適な長さに
て切断し、留め継ぎ（ｍｉｔｒｅｄ）角部により切断した枠部材３を組み立てることによ
り、所望の形状及び寸法に形成される。枠部材３は好適には押出アルミニウムであるが、
樹脂材料を含むいかなる好適な材料の押出成型品、ロール成型品、或いはプレス成形品で
あってもよい。
【００１８】
　一体的挾持部６及び非一体的挾持部材７がチャネル部５内に設けられる。挾持部６及び
挾持部材７は枠部材３の長尺方向に沿って延びる。挾持部６及び挾持部材７に沿って間隔
を置いて穴がドリルにより形成され、ワッシャの頭部のネジやポップリベット等の固定手
段８を受承する。固定手段８は「引き下げ（ｐｕｌｌ　ｄｏｗｎ）」力を付与し、この引
き下げ力は挾持部６及び挾持部材７と協動し、網４を枠２に挾持する。挾持部材７の設計
により、皿もみ（ｃｏｕｎｔｅｒ　ｓｉｎｋｉｎｇ）が不要となる。皿もみはアルミニウ
ムを損傷し、これにより挾持部材７を脆弱にする。皿穴を取り除くことにより、挾持部材
７の強度が増す。
【００１９】
　挾持されると、網４の各端部に隣接する領域は枠２に挾持され、これにより各挾持され
た領域は、枠２により包囲される網４の残部と同一平面内にある。
　挾持部６の上面と挾持部材７の下面は、網４をより強力に保持すべく鋸歯状であっても
よい。鋸歯部は従来技術に対する大きな進歩であり、網のストランドを捕獲することによ
り網４をより効果的に挾持できる。
【００２０】
　リップ部１２がチャネル部５から内側に延びる。リップ部１２はフック１８において終
端する。スロット１９はリップ部１２の下側に形成される。スロット１９は挾持部材７の
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端部２０を収容し、これにより挾持部材７を枠部材３に対して配置する。リップ部１２に
より挾持部材７の棚部は網４を挾持部６に対してより堅固に固定することができる。
【００２１】
　挾持機構の圧力を高めるために、予備の挾持部７０がチャネル部５から内側に延びても
よい。予備の挾持部７０の上面も付加的に網を保持すべく鋸歯状であってもよい。予備の
挾持部７０の付加的な効果は網の寸法を増すことができることである。このことは商業的
応用において特に有用である。
【００２２】
　一体的壁部９はチャネル部５から内側に延びる。壁部９には網４に向かって延び、挾持
部６を支持するフランジ部１１が設けられる。
　２つの第１の保持チャネル壁５０ａによって画定される第１の保持チャネル５０がフラ
ンジ部１１から外方に向かって延びる。第１の保持チャネル５０は枠部材３の長尺方向に
沿って延び、第１のシール部材５１のプラグ４８を受承するように設計される。更に、プ
ラグ４８は枠部材３と同じ長さである。
【００２３】
　第１のシール部材５１は第１の保持チャネル壁５０ａと網４との間を湿密に（ｍｏｉｓ
ｔｕｒｅ－ｔｉｇｈｔ）シールする。第１のシール部材５１はシール部材キャップ５２と
、プラグ４８と、畝を設けた接触面４９とを備える。シール部材キャップ５２は水分の流
出を促進すべく傾斜面を有する。プラグ４８は第１の保持チャネル５０内に受承されるよ
うな寸法及び形状に構成される。畝を設けた接触面４９は網４と隣接し、網４と枠部材３
との間の間隙をシールする。接触面４９の畝により網４と、シール部材５１，６１との間
のシールが強化される。
【００２４】
　カバー壁６４と、２つの第２の保持チャネル壁６０ａにより画定される第２の保持チャ
ネル６０とからなるカバー５４は第２のシール部材６１を受承する。第２の保持チャネル
壁６０ａはカバー壁６４の末端部から下方に向かって延びる。第２の保持チャネル６０に
挿入される第２のシール部材６１は、網４の隣接部と第１のシール部材５１及び枠２の隣
接部との間を湿密にシールする。第２のシール部材６１は第１のシール部材５０と同様に
機能する。シール部材５１，６１は共押出により形成され、より柔軟なＳＡＮＴＯＰＲＥ
ＮＥ（登録商標）ゴムからなる畝を設けた接触面４９と、より堅固なＳＡＮＴＯＰＲＥＮ
Ｅ（登録商標）ゴムからなるプラグ４８及びシール部材キャップ５２の一部とを有する。
【００２５】
　第１のシール部材５１及び第２のシール部材６１は最大限に湿密にシールするために並
べられる。カバー５４はこのようなシールに要する圧力を作用させる。グルーやその他の
耐水剤等の密封剤が、強度の付加及び湿気防止のために第１のシール部材５１及び第２の
シール部材６１と組み合わせて使用されてもよいものといえる。第１のシール部材５１及
び第２のシール部材６１はＳＡＮＴＯＰＲＥＮＥ（登録商標）、ゴムや樹脂等の耐水材料
から形成されてもよいものといえる。
【００２６】
　フック部材５３はリップ部１２から上方に向かって延びる。更に棚部５６がチャネル部
５から突出する。フック部材５３及び棚部５６はカバー５４から下方に向かって延びるク
リップ５５を受承するように設計される。クリップ５５はカバー５４の第２の保持チャネ
ル６０とは反対側の端部に設けられる。
【００２７】
　第２の保持チャネル壁６０ａの最も奥に設けられる保持棚部６７は挾持部材７に設けら
れる拡張したリップ６５の下方に留まる。拡張したリップ６５はより湿密なシール及び耐
衝撃性強化のため、カバー５４に対して付加的な圧力を作用させる。
【００２８】
　図３は第１のシール部材５１が第１の保持チャネル５０の長尺方向に沿って延びるよう
に第１のシール部材５１を第１の保持チャネル５０内に挿入することにより組立可能なシ
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ールアセンブリを示す図である。網４は第１のシール部材５１及び挾持部６の上方に位置
されるが、必要に応じて予備の挾持部７０の上方に位置される。網４は、挾持部６及び予
備の挾持部７０上の鋸歯部が最大限の保持力を作用できるように設けられる必要がある。
【００２９】
　網４が所望の位置に配置されると、挾持部材７は網４の上方に位置され、シールアセン
ブリに固定される。挾持部材７の一端の端部２０はスロット１９により受承され、他端は
挾持部６と並べられる。挾持部材７は最大限の網保持力を有するように位置される必要が
ある。挾持部材７及び挾持部６は固定手段８を使用して固定される。必要に応じて予備の
固定手段８ａが、網４を予備の挾持部７０とリップ部１２との間に固定するために付加さ
れてもよい。
【００３０】
　第２のシール部材６１は第２の保持チャネル６０内に挿入され、これにより第２の保持
チャネル６０の長尺方向に沿って延びる。第２のシール部材６１は、第１のシール部材５
１を設置する工程と同じ工程にて設置されることに留意する必要がある。
【００３１】
　シールアセンブリを組み立てる最後の工程はカバー５４を取り付けることである。カバ
ー５４はクリップ５５をフック部材５３及び棚部５６上に係止することにより固定される
。カバー５４を係止する際に、第２の保持チャネル壁６０ａの最も奥の保持棚部６７が挾
持部材７の拡張したリップ６５の下方に位置されることが重要である。これによりシール
アセンブリは確実に気密にシールし、耐衝撃性を強化する。
【００３２】
　カバー５４が配置されると、枠部材３が強化される他、耐水性が増す。更に、カバー５
４は固定部８を隠蔽することにより侵入防止耐食スクリーン１の美観を増す。
　図４は挾持壁５７がチャネル部５から内側に延び、挾持部６の一部をなすことを除き、
図２に示す実施例に類似する第２の実施例を示す。挾持壁５７は挾持部６を付加的に支持
し、網－挾持システムの強化を補助する保持領域５８を形成する。
予備の保持手段８ａが網４を、チャネル部５と一体的にして、且つチャネル部５から内側
に延びるリップ部１２と、予備の挾持部７０との間に更に固定すべく付加されてもよい。
【００３３】
　挾持壁５７も網４の保持力を増すために鋸歯状に形成可能だが、全ての環境において必
ずしもそうでなくてもよい。
　図５は予備の挾持部７０を取り除いたことを除いて図２に示す枠部材３と類似する、第
３の実施例における枠部材３を示す図である。この設計は家庭内環境における使用のため
の選択肢であり、より低コストである。
【００３４】
　第１のシール部材５１や第２のシール部材６１のシールアセンブリ等のシールアセンブ
リを備えることにより、枠部材３は、枠２と網４の間の間隙を通過して水分が侵入するこ
とを防止する有効にして、且つ低コストな手段であるという点において、周知技術による
設計に対して有利なものとなる。シール手段は設置が容易であり、テープを使用する方法
とは異なり、侵入防止スクリーンの寿命を延ばす。
カバー５４及び予備の挾持部７０によって強化されることにより、侵入防止耐食スクリー
ン１は商用及び家庭用の両者に適用可能である。
【００３５】
　枠２を形成するための枠部材３の構成は考案者の以前の考案に開示されている。
　本考案が好適な実施例を参照して開示されたが、本考案はここで開示される特定の実施
例に限定されるものではないことがいえる。
【符号の説明】
【００３６】
　１…侵入防止耐食スクリーン、２…枠、３…枠部材、４…防止網、５…チャネル部、６
…挾持部、７…挾持部材、８…固定部、８ａ…保持手段、９…壁部、１１…フランジ部、
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１２…リップ部、１８…フック、１９…スロット、２０…端部、４８…プラグ、４９…接
触面、５０…第１の保持チャネル、５０ａ…第１の保持チャネル壁、５１…第１のシール
部材、５２…キャップ、５３…フック部材、５４…カバー、５５…クリップ、５６…棚部
、５７…挾持壁、５８…保持領域、６０…第２の保持チャネル、６１…第２のシール部材
、６４…カバー壁、６５…リップ、６７…保持棚部、７０…予備の挾持部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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